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論文要旨 

序章 

移民の背景をもつ子どもを包摂することのできる音楽教育とはどのようなものなのか。

教育者は何に配慮すべきなのか。日本を含む多くの国・地域がかつてないほどの移民や難

民の受け入れを経験しており，教育現場では早急な対応が求められている。OECD（2017, 

p.31）はこれらの状況を踏まえ，統合政策の強化に向けた取り組みとして，教育のイノベ

ーションと実験的試みを支援することを対策として挙げている。  

これらの教育イノベーションは，社会格差や貧困による教育機会の不平等に対する方策

の成功例であるが，人びとが社会から孤立してしまう社会的排除の問題とその解決を目的

とする社会的包摂と深い結びつきがある。近年の社会的排除と包摂の議論に大きな影響を

与えたものに，アマルティア・セン（A. Sen）とマーサ・C・ヌスバウム（M. C. Nussbaum）

の共同研究の産物「ケイパビリティ・アプローチ」がある。社会正義の観念を基盤とする

ケイパビリティ・アプローチは，「人びとはなにができ（do），なにになることができるの

か（being）」をその中核的な関心事として据えており（Nussbaum, 2011），社会的に排除さ

れた人びとに最低限の所得を提供することは貧困問題の解決の一手段として有効かもし

れないが，より根本的な問題である排除は克服されないことを問題視し，排除された人び

とに事後的な補償を提供するのではなく，その代わりに，よりいっそう包摂的な社会を構

築することをねらいとしている（バラ  & ラペール , 2005, pp.32-35）。 

ケイパビリティの概念は，経済学や哲学思想を出発点としながらも，教育学（Saito, 2003; 

馬上 , 2006, 2009），教科教育学（Biddulph et al., 2020; 志村 , 2021），障碍者のインクルーシ

ブ教育（Norwich, 2014; 荒川 , 2014）などの各領域の間でもその適用について議論がなさ
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れてきたが，音楽教育の研究領域において，移民の背景をもつ子どもの社会的包摂につい

てケイパビリティ・アプローチの立場から検討している研究はこれまでにない。また，広

義のインクルーシブ教育や社会的包摂を目指した音楽教育について，近年，実証科学の立

場から音楽教育が人間の発達に及ぼす影響を測定しようとする転移効果研究が盛んに行

われ，社会的に不利な状況下におかれた子どもへの効果についても議論がされてきた

（Catterall et al., 2012; Deasy, 2002; Fitzpatrick, 2006; Krupp-Schleußner & Lehmann-Wermser, 

2018; Zapata & Hargreaves, 2018）。一方で，多文化的環境におかれた音楽教育者にとって

科学的根拠にもとづいた音楽の影響力を知ることは欠かせない事柄であるが，どのような

哲学的基盤や教育観，方法論を用いて，日々の教育活動に取り組むべきなのかという側面

にも目を向けなければならない。  

以上の，先行研究の検討に加え，筆者がこれらの問題意識をもつ契機となった重要な出

来事は，カタルーニャ州立ペラアントン幼小一貫校（スペイン）の「子どもが育つ音楽教

育」プロジェクトとの出会いである。筆者は，2018 年から 2019 年の 1 年半の期間，本校

で長期密着型フィールドワークを行ったが，これまでの音楽教育における研究動向や多文

化的な教育現場が抱えるさまざまな課題に関する先行研究の検討をとおして，音楽教育に

よる社会的なインパクトの背景にある日々の授業ではなにがなされているのか，またそれ

と移民の背景をもつ子どもの社会的包摂とにはどのような関連性があるのかについて考

察する必要性が生まれた。  

そこで，本研究の目的は，カタルーニャ州立ペラアントン幼小一貫校の「子どもが育つ

音楽教育」プロジェクトを対象に，ケイパビリティ・アプローチを視点とするエスノグラ

フィーを行うことによって，移民の背景をもつ子どもを交えた音楽活動における社会的包

摂とはどのようなものなのか，音楽教育実践の状況と教育者の教育観の側面から明らかに

することである。  

続いて，研究の目的を明らかにするために，下記の研究の設問を設けた。  

 

研究の設問 

 

ケイパビリティ・アプローチの視点から，音楽教育実践における社会的包摂とはどのよ

うなものなのか  

 

1. 音楽教育実践のどのような状況が，移民の背景をもつ子どもの尊厳と自由を保

障しているといえるのか  

2. 教師の教育観と移民の背景をもつ子どもの尊厳と自由の保障はどのように関わ
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っているのか 

 

研究の方法論は，音楽教育における移民の背景をもつ子どもの社会的包摂とはどのよう

なものかを，多角的かつ重層的に検討しようとする立場をとることから質的研究の手法を

採用した。質的研究の方法論のなかには，さまざまなアプローチがあり，研究者がそのな

かから研究の問いを明らかにするために適当な方法論を選ぶことが求められている（サト

ウ , 2019）。本研究では，研究の問いに答えるために 2 つの異なる質的アプローチ，すなわ

ちケーススタディ（第 5 章）とエスノグラフィー（第 6 章）を「質的」な混合研究法（Morse, 

2009, 2010）の立場から相補的に用いた。  

本論の構成は，次のとおりである。序章で研究の背景とデザインについて述べ，第 1 章

から第 4 章では，社会的排除と包摂の概念，ケイパビリティ・アプローチの理論，そして

ケイパビリティ概念の教育および音楽教育への適用について論じ，分析に用いる理論的枠

組みの確立を図る。第 5 章では，「子どもが育つ音楽教育」プロジェクトの特徴をケース

スタディによって定義づけ，第 6 章では移民の背景をもつ子どもの経験と教師の教育観に

焦点をあて，エスノグラフィックな方法によってさまざまな事例の社会文化的な解釈を行

う。第 7 章では，第 1 章から第 4 章で検討した理論的な知見と，第 5 章および第 6 章の質

的分析の結果を照らし合わせ，ケイパビリティ・アプローチの視点から移民の背景をもつ

子どもの社会的包摂について考察する。最後に，結章では，研究の設問に回答し，本研究

の限界および今後の課題について述べる。  

 

第Ⅰ部 社会的包摂とケイパビリティ・アプローチを中心とする理論的枠組み  

第 1 章から第 4 章では，社会的正義に関する近代の哲学的思想を概観したうえで，ケイ

パビリティ・アプローチの諸概念について整理し，教育におけるケイパビリティ・アプロ

ーチの適用についてのさまざまな議論に目を向け，社会的排除と包摂についての理論的枠

組みを構築した。  

理論的枠組みの構築では，次のような事柄が明らかになった。第 1 に，人間の「尊厳」

については，社会契約説の自然状態や，ヌスバウムの基礎的ケイパビリティのような哲学

的な基本原則が存在し，ケイパビリティ・アプローチはその尊厳を保障するために，ヌス

バウムの 3 つのケイパビリティの理論にみられるように，より実践的なアプローチを提示

していることが明らかになった。第 2 に，人間の「自由」は人間の「尊厳」と関連する形

で，他者を尊重することによって保障されることや，「自由」を促進するためには他者の

権原を侵害しない一定の制約が必要であることが明らかになった。  

次に教育におけるケイパビリティ・アプローチの適用については，子どもにとって機能
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の獲得が目標とされる一方で，本質的価値と自由の観点から，発達段階にある子どもの尊

厳と自由をどの程度保障することができるのかという問いが生成された。音楽教育の文脈

においても類似する問題があらわれ，子どもの生涯にわたる豊かな音楽活動を保障するた

めには，教育段階においてどのような音楽的機能の獲得が保障されるべきなのかが重要で

あることが明らかになった。  

 

第Ⅱ部 音楽教育実践における社会的包摂の質的分析  

第 5 章では，ペラアントン幼小一貫校の「子どもの育つ音楽教育」プロジェクトの特徴

をカリキュラムおよび授業実践の分析から明らかにした。具体的には，①音楽を枢軸とす

る教科横断型の学習と，汎用的なスキル・コンピテンシーの習得が推進されていること，

②音楽の学習は幼児期から児童期にかけて段階的に発展し，体験的・直観的で感受性を高

めることが基盤となっていること，③音楽教育をとおして子どもの学習機会や尊厳の保障，

連帯の促進や社会的排除を撲滅しようとする，などの教育目標や方法，授業実践の特色が  

 

表 1 生成されたカテゴリーと上位コード  

カテゴリー 上位コード 

【学習環境の工夫】  

［教室空間］ 

［学習形態］ 

［芸術性の高い空間］  

【非言語的コミュニケーション】 
［音楽によるコミュニケーション］  

［身体動作によるコミュニケーション］  

【模倣】 
［模倣の動機付け（遊び，題材）］  

［視覚による音楽の諸要素の知覚］  

【静寂】 
［音に意識を向ける］  

［好奇心の誘発］  

【子ども主体の表現】  
［即興的な表現］  

［創作］ 

【学際的アプローチ】  
［自然］ 

［テクスチャ（触覚，視覚）］  

【複合芸術アプローチ】  

［音型，フレーズと視覚教材］  

［身身体の動きと音楽の感受］  

［音楽，美術，身体表現］  
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あることが明らかになった。また，質的コーディングの分析方法によりペラアントン校の

授業実践の特徴を表すものとして，カテゴリーと上位コードが生成された（表 1）。 

第 6 章では，移民の背景をもつ子どもの経験を，音楽教育実践の状況と教師の教育観の

観点から，エスノグラフィーの手法によって描写し，社会文化的パターンを明らかにした。 

以下は生成された 4 つの社会文化的パターンである。  

 

1. 学習の身体化 

2. 秩序と寛容性の境界線  

3. 子どもの社会的・文化的特性  

4. 集団的創造性とその背景にある他者との関わり   

 

第 7 章では，第 5 章で明らかになった「子どもの育つ音楽教育」プロジェクトの特徴と

第 6 章で明らかになった社会文化的パターンを，ケイパビリティ・アプローチを中心とす

る理論的枠組みと照合し，移民の背景をもつ子どもの経験を「尊厳」と「自由」の観点か

ら 4 つの命題を用いて理論的に解釈し，考察した。以下に 4 つの命題を示す。  

 

〈移民の背景をもつ子どもの尊厳の保障に関する命題〉  

 

命題 1： 音楽教育実践における芸術的シンボルは，一定の学習環境が整えられ，適切

な方法論が用いられたとき，学習の身体化をとおして，移民の背景をもつ子

どもの認知的・情動的次元に作用する  

命題 2： 命題 1 は，教師と子ども，あるいは子ども同士が相互的に他者を尊重できる

学習空間が築かれたときに促進される  

  

〈移民の背景をもつ子どもの自由の保障に関する命題〉  

 

命題 1： 移民の背景をもつ子どもの自由は，集団的創造性とその背景にある他者との

関わりにおいて具現化する  

命題 2： 機能の獲得には個人差があるが，音楽の多様性を認識する教育観が，子ども

の自由を保障するうえで鍵となる  

 

ケイパビリティ・アプローチからみた移民の背景をもつ子どもの「尊厳」は，人と  

人の芸術的シンボルによる相互行為によって表出され，個々の学習への作用と他者の尊重
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という側面から保障されること，移民の背景をもつ子どもの「自由」は，集団的創造性と

その背景にある他者との関わりにおいて具現化し，また，音楽の多様性を認識する教育観

が，子どもの自由を保障するための足掛かりとなることが示唆された。  

 

 

結章 

本研究で明らかになった重要なことの 1 つは，音楽教育実践における芸術的シンボルの

相互行為が，移民の背景をもつ子どもに認知的・情動的な作用をもたらすことであり，そ

れが学習の身体化によって説明されることである。そして，芸術的シンボルが，適切な学

習環境や方法論によって子どもの学習集団に解き放たれるということは，他者を尊重する

ということと深くつながっていることが示唆された。他者の尊重は，つまり，子どもの社

会的・文化的特性や知性の多様性を理解し，それを学習のダイナミズムのなかに包摂する

ことにほかならないのであり，それは，芸術的シンボルの相互行為によって具体化する。

ヌスバウムは，尊厳という概念は単独で扱うことができないと主張したが，音楽教育にお

ける尊厳は，まさにこのような芸術的シンボルを中心とする有機的な学習の構造のなかに

見出されるのであって，尊厳が哲学的な基盤を出発点としながらもより実践的なものとし

て捉えうることを意味している。  

 このような，芸術的シンボルの相互行為における教師の役割は本質的なものであり，ペ

ラアントン校の教師たちの教育観や授業内の教育的行為にみられるように，教師たちは学

習集団のなかで多文化共生を先導し，実現するキーパーソンである。しかし，それと同時

に，集団的創造性の概念にみられるように，教師が学習空間にまく芸術的シンボルの種は，

即興や創作などの活動によって複層的に飛び交い，子どもの社会的・文化的特性や知性の

多様性を具現化させる役割をもつと考えられる。また，集団的創造性によって子どもの特

性が尊重され，集団のなかに有機的な相互作用が生まれるとき「自由」が保障される。  

 したがって，音楽教育実践における移民の背景をもつ子どもの「尊厳」と「自由」は，

このように，音楽特有の芸術的シンボルが他者を尊重するものとして用いられたときに，

保障されると考えることができる。  

  教師は，長期的な教育目標や子どもの将来に対するヴィジョンを明確にもった状態で

日々の教育活動に従事しており，それは，ケイパビリティの概念にみられるような本質的

価値であるといえる。そして，『秩序と寛容性の境界線』の社会文化的パターンみられる

ように，教師たちは，どの程度子どもの自由を保障するべきなのかについて日々試行錯誤

している。例えば，生涯にわたって音楽を愛好するための素養を身につけることが本質的

価値であるのであれば，学習の身体化をとおして，音楽的な知識・技能を獲得することが
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重要となる。これは，ケイパビリティの機能の獲得と類似する考え方であるが，一方で子

どもの機能の獲得はその社会的・文化的特性の多様性を要因に個人差があり，獲得がより

成功する場合とそうでない場合がある。教師は，このような不確実性のなかで葛藤を感じ

ることがある。しかし，それと同時に，音楽の多様性を認識することは，子どもの社会的・

文化的特性の多様性を受容することにつながるのであり，より包摂的な教育的環境を構築

するうえで鍵となるということが示唆された。また，教育者が子ども自身の自由を，子ど

もがさまざまな機能を組み合わせ，それらを自由に選択することができるように学習を促

す目線で，つまり積極的自由の立場から捉えることが，移民の背景をもつ子どもの社会的

包摂において重要な観点であることが示唆される。  

 本研究では，社会的排除と包摂という社会集団の全体を取り巻く問題について取り上げ

たが，そのなかでも，特に移民の背景をもつ子どもの経験に焦点をあてた。一方で，エス

ノグラフィーを行った現場には，スペインにルーツのある幼児・児童（移民の背景をもた

ない子ども）も存在しており，社会的排除と包摂を，さまざまな社会的・文化的特性をも

つ子どもの包括的な視点から読み取ることにはいたらなかった。  

これらの限界のなかで，本研究は，移民の背景をもつ子どもが一極集中したことで始ま

ったペラアントン校の音楽教育プロジェクトについて，研究対象者である子どもと教師た

ちが日々の授業や学校生活で，どのように自己と他者の尊厳と自由を尊重しているのか，

またその際にどのような課題が生じているのか，音楽教育のどのような側面がそれをもた

らしているのかという問いに答えようとした。これらをとおして，各国の教育現場で移民

の背景をもつ子どもが増加し，教育現場が多文化化する今日の状況において，音楽教師や

教育関係者がどのように教育活動を展開していくのかという問題に新たな実践的知見や

視座をもたらすことができたと考える。  

 今後，「子どもが育つ音楽教育」プロジェクトの特徴として挙げられた芸術的シンボル

を用いた学習活動が，どのような足場かけや学習の拡張のうえで成り立っているのか，そ

れは音楽教育特有のケイパビリティによって説明されうるのか，また，集団的創造性にみ

られるような即興や創作などの学習内容が，社会的排除と包摂や，人間の幸福の追求とど

のように関連しているのかについて，子どもの学習の場において探究することが望まれる。 
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